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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第３四半期
累計期間

第44期
第３四半期
累計期間

第43期
第３四半期
会計期間

第44期
第３四半期
会計期間

第43期

会計期間

自平成22年
　１月１日
至平成22年
　９月30日

自平成23年
　１月１日
至平成23年
　９月30日

自平成22年
　７月１日
至平成22年
　９月30日

自平成23年
　７月１日
至平成23年
　９月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
　12月31日

売上高（千円） 6,770,5726,932,7212,100,1792,106,17311,428,137

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
383,729 115,959 73,590 △5,027 1,213,030

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
250,324 69,214 47,585 △3,442 795,731

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
14,720 20,322 6,866 7,280 22,860

資本金（千円） － － 802,836 803,839 803,839

発行済株式総数（千株） － － 7,802 7,806 7,806

純資産額（千円） － － 2,885,7703,346,0293,432,966

総資産額（千円） － － 13,466,37711,053,93013,611,140

１株当たり純資産額（円） － － 369.85 428.64 439.77

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

32.09 8.87 6.10 △0.44 101.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
32.07 8.86 6.10 － 101.94

１株当たり配当額（円） 10.00 10.00 － － 20.00

自己資本比率（％） － － 21.4 30.3 25.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△336,4311,204,572 － － 238,824

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△202,299△171,936 － － △259,418

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,462,484△1,132,035 － － △267,207

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,873,316560,541 659,096

従業員数（人） － － 160 163 158

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第44期第３四半期会計期間においては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しておりますが、四半期純損失

であったために、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を記載しておりません。　
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人） 163 (20)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員含む。）は、当第３四半期会

計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。 
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績を品目別に示すと、次の通りとなります。

品目別
当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

殺菌剤（千円） 747,728 174.6

水稲除草剤（千円） 314,173 340.7

緑化関連剤（千円） 136,421 47.2

殺虫剤（千円） 128,466 130.7

その他（千円） 10,114 13.2

合計（千円） 1,336,904 135.8

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(2）受注状況

当社は、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。 

 

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと、次の通りとなります。

品目別
当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）　

殺菌剤（千円） 939,822 117.1

水稲除草剤（千円） 817,959 102.8

緑化関連剤（千円） 213,036 65.6

殺虫剤（千円） 88,703 68.8

その他（千円） 46,650 96.1

合計（千円） 2,106,173 100.3

　（注）１. 前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出高並びに割合は次の通りとなりま

す。

　　　　　　なお、（　）内は販売実績に対する輸出高の割合となります。 

輸出先

前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 

アジア 447,453 77.9 711,739 85.4 

北米 93,752 16.3 88,263 10.6 

その他 32,835 5.7 33,624 4.0 

合計 
574,040 

（27.3％） 
100.0 

833,627 

（39.6％） 
100.0 
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２．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実

績に対する割合は次の通りとなります。

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

住友化学株式会社 447,508 21.3 342,366 16.3

丸善薬品産業株式会社　 220,950 10.5 169,925 8.1

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

４．当社は当社の販売する製品は、農繁期に備え、冬季から春季にかけて出荷が集中する傾向にあります。そのた

め、第１四半期会計期間（１月１日から３月31日まで）及び第４四半期会計期間（10月１日から12月31日ま

で）に売上高が集中する傾向にあり、特に第４四半期会計期間はこの傾向が顕著となります。

 

２【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書及び第１、第２四半期会計期間の四半期報告書に記載した事業等のリスクについて

重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エス・ディー・エス　バイオテック(E21969)

四半期報告書

 5/29



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績 

当第３四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年9月30日まで）のわが国経済は、平成23年３月11日に発生

した「東日本大震災」の影響により、国内の生産能力は多大な被害を受け、サプライチェーンの混乱などが生じまし

たが、順次回復が進み、ほぼ震災前の鉱工業生産まで回復してきています。

しかしながら、欧米における債務問題に端を発した一段の円高、電力不足による各産業への使用制限、原油を含めた

原材料価格の高止まり等の問題があり、経済回復のテンポは緩やかになってきております。

その様な中で、国内農業においては、低い食料自給率（カロリーベース総合自給率約40％）、農家の高齢化・後継者

不足といった従来からの問題に加えて、地震・津波による農耕地の被害、東京電力福島第一原子力発電所の事故によ

る周辺地域の放射能汚染や風評被害、更には復興対応の遅れが影響し、厳しい状況に変化はありません。

このため平成23農薬年度（平成22年10月から平成23年９月まで）における国内農薬の出荷の進捗（８月まで）は、

前農薬年度（金額ベースで前年比約1.9％減少）同様に、金額ベースで前年同期比1.2％減となっており、農薬需要も

低迷している状況です。

　このような状況下、当社は海外においてジェネリック品対抗のために値下げを実施し、このことが奏効し、出荷増と

なりました。しかしながら、当該値下げと一段度進んだ円高による利益率の悪化によって、減益となっております。

　この結果、当第３四半期会計期間の売上高は21億６百万円（前年同期比５百万円増、0.3％増）、営業利益は42百万円

（前年同期比71百万円減、63.0％減）、経常損失は５百万円（前年同期は73百万円の経常利益）、四半期純損失は３百

万円（前年同期は47百万円の四半期純利益）となりました。

　

　また、当社の販売する製品は、農繁期に備え、冬季から春季にかけて出荷が集中する傾向にあります。そのため、第1四

半期会計期間（１月１日から３月31日まで）及び第４四半期会計期間（10月１日から12月31日まで）に売上高が集

中する傾向にあり、特に第４四半期会計期間はこの傾向が顕著となります。

 

　当社は農薬事業セグメントのみの単一セグメントでありますが、事業の傾向を示すために品目別業績を記します。

 

（殺菌剤）

　当第３四半期会計期間における売上高は９億39百万円（前年同期比１億37百万円増、17.1％増）となりました。主

な要因としては、主力のダコニール製品が、国内においては出荷の減少となりましたが、海外においてはフィリピン

向けの出荷が好調に推移したことによるものです。

（水稲除草剤）

　当第３四半期会計期間における売上高は８億17百万円（前年同期比22百万円増、2.8％増）となりました。主な要

因としては、国内においては、他社新規剤との競合により出荷が減少となりましたが、海外においては、韓国向けベ

ンゾビシクロン原体の出荷が引き続き好調に推移したことによるものです。

（緑化関連剤）

　当第３四半期会計期間における売上高は２億13百万円（前年同期比１億11百万円減、34.4％減）となりました。

（殺虫剤）

　当第３四半期会計期間における売上高は88百万円（前年同期比40百万円減、31.2％減）となりました。

（その他）

　当第３四半期会計期間における売上高は46百万円（前年同期比１百万円減、3.9％減）となりました。
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（2）財政状態

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日）における総資産は110億53百万円であり、前事業年度末（平成22年

12月31日）と比べて25億57百万円減少しました。

流動資産は75億42百万円であり、前事業年度末比22億68百万円の減少となりました。主な要因は、売掛金の減少24億

50百万円によるものです。

固定資産は35億11百万円であり、前事業年度末比２億88百万円の減少となりました。主な要因は、有形及び無形固定

資産の減価償却費２億50百万円、長期前払費用償却額１億35百万円によるものです。

流動負債は45億57百万円であり、前事業年度末比26億51百万円の減少となりました。主な要因は、短期借入金の減少

15億68百万円、未払金の減少９億１百万円によるものです。

固定負債は31億50百万円であり、前事業年度末比１億81百万円の増加となりました。主な要因は、長期借入金の増加

２億53百万円によるものです。

純資産は33億46百万円であり、前事業年度末比86百万円の減少となりました。主な要因は、増加要因として四半期純

利益による増加69百万円がありましたが、減少要因として剰余金の配当による減少１億56百万円によるものです。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日）における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、売上債

権の減少や長期借入金による収入がありましたが、仕入債務の減少や短期借入金の純減があり、５億60百万円（前事

業年度末比98百万円減少）となっております。主な要因は、以下の通りとなっております。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は２億59百万円となりました（前年同四半期は７億46百万円の支出）。

主な要因は、増加要因として売上債権の減少１百万円（前年同四半期は６億58百万円の増加）がありましたが、

減少要因として仕入債務の減少２億60百万円（前年同四半期は１億63百万円の減少）によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は53百万円となりました（前年同四半期は１億８百万円の支出）。

主な要因は、有形固定資産取得による支出45百万円（前年同四半期は１億８百万円の支出）によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は１億13百万円となりました（前年同四半期は20億56百万円の収入）。

主な要因は、減少要因として長期借入金の返済３億64百万円、配当金の支払72百万円がありましたが、増加要因と

して長期借入金による資金調達３億円、短期借入金の純増２億49百万円（前年同四半期は20億71百万円の純増）に

より、全体として増加しました。

　

（4） 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（5）研究開発活動 

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、２億46百万円となりました。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却について、重要な変更はありま

せん。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月２日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 7,806,300 7,806,300東京証券取引所市場第二部
一単元の株式数

100株 

計 7,806,300 7,806,300 － －

（注）１．発行済株式数には自己株式75株が含まれております。

　　　２．「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により　発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りとなります。

平成17年８月22日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成23年９月30日）

新株予約権の数（個） 25,060（注１）

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 25,060（注２）

新株予約権の行使時の払込金額（円）  　527（注３）

新株予約権の行使期間
自　平成19年８月23日

至　平成27年８月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

 発行価格　新株予約権行使時の払込価格と同額

資本組入額　発行価格の２分の１相当額 

新株予約権の行使の条件

① 新株予約権の一部行使はできないものとする。

② 新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めな

　 い。

③ その他条件は株主総会、取締役会、報酬委員会の決議

　 に基づき当会社及び被割当者との間で締結する「新株

　 予約権割当契約」に定めるものとする。（注４、５） 

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡の際には取締役会の承認を要する。 

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株となります。

２．本新株予約権発行後、当社が株式分割または併合を行う場合には、本新株予約権のうち、未行使の新株予約権

の目的となる株式数を以下に定める算式により調整し、調整の結果生じる１株に満たない端株については、

これを切り捨てる。

 　 （調整後株式数）＝（調整前株式数）×（分割・併合の比率）
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また、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他これに準ずる場合で、当社が必要と認めると

きは、各新株予約権の行使により発行される株式の数は適切に調整されるものとする。

３．新株予約権発行後、当社が株式分割または併合を行う場合には、行使価額を以下に定める算式により調整し、

調整の結果生じる１円未満の端数は、これを切り捨てる。

（調整後行使価額）＝（調整前行使価額）×
１

（分割・併合の比率）

 　 また、新株予約権発行後、当社が当初行使価額を下回る価額で普通株式を発行または自己株式を処分（新株予

約権の行使による場合および転換予約権付株式の転換による場合を除く。）するときは、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は、これを切り上げる。 

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
予約権行使価格

既発行株式数＋新規発行による増加株式数

 　 また、上記の算式における「既発行株式数」とは、株主割当日がある場合はその日、また、株主割当日がない場

合は調整後行使価額を適用する日の前日における当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式の総

数を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株当たりの

払込金額」を「１株当たりの処分金額」と読み替えるものとする。 

上記の他、新株予約権発行日後に、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他これらに準ずる

場合で、行使価額の調整を当会社が必要と認めるときは、必要かつ合理的な範囲で、当社取締役会が行使価額

を適切に調整できるものとする。 

４．その他新株予約権の権利行使の条件は、以下のとおりである。 

　（1） 具体的に行使できる新株予約権の数、その他の行使条件は、取締役会または報酬委員会が書面により別

　　途通知するところに従うものとし、これに異議を唱えることができない。

  （2） 競業他社へ就職、秘密保持義務への違背、就業規則等違反による懲戒処分を受けた場合等の行為が当会

　　社の利益に著しく反すると取締役会または報酬委員会が認めた場合は、取締役会の決議により、直ちに

　　被割当者に付与された本新株予約権のすべてを失効させることができ、この決議以降、本新株予約権を

　　行使できない。

５．その他新株予約権を取得できる事由及び取得の条件は、以下のとおりである。

 （1）　当社は、取締役会の決議により、被割当者が行使し得なくなったまたは放棄した本新株予約権を無償で

　　消却することができるものとする。 

 （2）　当社が消滅会社となる合併契約書が当社の取締役会および株主総会で承認されたとき、当社が完全子会

　　社となる株式交換契約書承認の議案または株式移転の議案につき株主総会で承認されたとき、その他企

　　業再編等において当社取締役会が必要と認めるときは、本新株予約権の全部または一部を無償で消却す

　　ることができるものとする。 

 （3）　当社は、いつでも、本新株予約権を買入れ、または取得し、取締役会の決議によりこれを無償で消却す

　　ることができるものとする。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日 
－ 7,806,300 － 803,839 － 71,030

 

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,805,900 78,059 －

単元未満株式 　 普通株式     　400 －
一単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 7,806,300 － －

総株主の議決権 － 78,059 －

　（注）単元未満株式には、自己株式75株が含まれております。 

 

②【自己株式等】

　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社

エス・ディー・エス

バイオテック　

東京都中央区東日本橋

一丁目１番５号　
－ － － －

　計 － － － － －

　（注）当第３四半期会計期間末の自己株式は75株であります。 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
　１月

 
２月

 
３月

 
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

最高（円） 643 649 595 480 961 959 900 860 750

最低（円） 558 553 384 426 427 781 770 635 655

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものとなります。 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（1）新任役員

 役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有

株式数

（千株）

就任

年月日

代表取締役

（兼副社長

執行役員）

副社長 荒井　裕治 昭和33年７月20日

昭和57年４月 出光興産株式会社 入社

平成19年７月 同社 アグリバイオ事業部次長

平成23年８月 当社 代表取締役 兼 副社長執行役員就

任（現任）

(注)３ －
平成23年

8月10日
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 役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有

株式数

（千株）

就任

年月日

取締役 　 齊藤　勝美 昭和30年８月８日

昭和53年４月 出光興産株式会社 入社

平成22年４月 同社 執行役員アグリバイオ事業部長

（現任）

平成23年８月 当社 取締役就任（現任）

(注)３ －
平成23年

8月10日

監査役 　 佐藤　光昭 昭和29年５月10日

昭和54年４月 出光興産株式会社 入社

平成23年７月 同社 経理部主幹部員（現任）

平成23年８月 当社 監査役就任（現任）

(注)４ －
平成23年

8月10日

（注）１．取締役　齊藤勝美は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

　　　２．監査役　佐藤光昭は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。　

　　　３．平成23年８月10日開催の臨時株主総会の終結の時から平成23年12月期に係る定時株主総会の終結の時までであり

ます。

４．平成23年８月10日開催の臨時株主総会の終結の時から平成26年12月期に係る定時株主総会の終結の時までであ

ります。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成22

年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 560,541 659,096

受取手形 5,246 3,243

売掛金 ※2
 1,910,240

※2
 4,360,691

商品及び製品 3,873,294 3,727,208

仕掛品 21,968 11,498

原材料及び貯蔵品 282,407 493,393

前払費用 490,188 245,707

繰延税金資産 124,710 124,710

未収入金 257,654 171,915

その他 16,497 13,959

流動資産合計 7,542,749 9,811,424

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 924,356 962,506

構築物（純額） 100,951 115,806

機械及び装置（純額） 256,363 314,785

車両運搬具（純額） 7,482 9,180

工具、器具及び備品（純額） 101,091 86,853

土地 891,545 891,545

有形固定資産合計 ※1
 2,281,791

※1
 2,380,678

無形固定資産

特許権 66,927 82,395

ソフトウエア 219,230 214,696

その他 4,314 35,526

無形固定資産合計 290,471 332,618

投資その他の資産

投資有価証券 7,420 7,424

関係会社株式 80,000 80,000

長期前払費用 472,500 616,002

繰延税金資産 313,859 313,859

その他 99,975 103,971

貸倒引当金 △34,838 △34,838

投資その他の資産合計 938,917 1,086,419

固定資産合計 3,511,180 3,799,716

資産合計 11,053,930 13,611,140
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 691,469 1,063,285

短期借入金 ※2
 1,247,603

※2
 2,816,210

1年内返済予定の長期借入金 1,791,000 1,463,000

未払金 311,282 1,213,103

未払費用 367,340 448,446

未払法人税等 28,023 138,834

賞与引当金 102,784 37,242

預り金 16,180 28,024

その他 1,491 947

流動負債合計 4,557,175 7,209,095

固定負債

長期借入金 2,444,000 2,191,000

退職給付引当金 645,207 724,249

資産除去債務 8,920 －

その他 52,596 53,828

固定負債合計 3,150,724 2,969,078

負債合計 7,707,900 10,178,173

純資産の部

株主資本

資本金 803,839 803,839

資本剰余金 71,030 71,030

利益剰余金 2,470,950 2,557,860

自己株式 △46 △22

株主資本合計 3,345,773 3,432,708

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 256 258

評価・換算差額等合計 256 258

純資産合計 3,346,029 3,432,966

負債純資産合計 11,053,930 13,611,140
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 ※1
 6,770,572

※1
 6,932,721

売上原価 4,075,822 4,595,907

売上総利益 2,694,749 2,336,814

販売費及び一般管理費 ※2
 2,216,842

※2
 2,127,819

営業利益 477,907 208,994

営業外収益

受取利息 253 270

受取配当金 8,506 12,342

その他 796 0

営業外収益合計 9,556 12,612

営業外費用

支払利息 69,224 62,920

為替差損 34,509 28,496

その他 － 14,230

営業外費用合計 103,733 105,647

経常利益 383,729 115,959

特別損失

固定資産除却損 2,137 980

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,495

特別損失合計 2,137 9,476

税引前四半期純利益 381,592 106,483

法人税等 131,267 37,269

四半期純利益 250,324 69,214
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 ※1
 2,100,179

※1
 2,106,173

売上原価 1,238,591 1,340,390

売上総利益 861,587 765,782

販売費及び一般管理費 ※2
 747,866

※2
 723,674

営業利益 113,721 42,108

営業外収益

受取利息 43 43

受取配当金 11 12

その他 29 －

営業外収益合計 83 55

営業外費用

支払利息 23,661 19,844

為替差損 16,553 21,215

その他 － 6,131

営業外費用合計 40,214 47,191

経常利益又は経常損失（△） 73,590 △5,027

特別損失

固定資産除却損 1,050 268

特別損失合計 1,050 268

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 72,539 △5,295

法人税等 24,953 △1,853

四半期純利益又は四半期純損失（△） 47,585 △3,442
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 381,592 106,483

減価償却費 311,138 250,421

長期前払費用償却額 135,000 135,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 95,922 65,541

退職給付引当金の増減額（△は減少） △69,268 △79,042

受取利息及び受取配当金 △8,759 △12,612

支払利息 69,224 62,920

為替差損益（△は益） 4,455 △844

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,495

固定資産除却損 2,137 980

売上債権の増減額（△は増加） 1,681,098 2,362,980

たな卸資産の増減額（△は増加） △748,958 54,429

仕入債務の増減額（△は減少） △1,191,882 △1,207,451

未払費用の増減額（△は減少） △55,354 △77,392

預り金の増減額（△は減少） △10,077 △17,284

その他の資産の増減額（△は増加） △141,950 △239,962

その他の負債の増減額（△は減少） △17,277 △6,664

小計 437,038 1,406,000

利息及び配当金の受取額 8,682 12,507

利息の支払額 △61,549 △66,602

法人税等の還付額 － 3,303

法人税等の支払額 △728,671 △150,635

収用補償金の受取額 8,068 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △336,431 1,204,572

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △188,468 △119,651

無形固定資産の取得による支出 △6,584 △52,309

その他 △7,246 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △202,299 △171,936

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 148,192 △1,568,607

長期借入れによる収入 2,250,000 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △774,500 △1,119,000

株式の発行による収入 1,317 －

自己株式の取得による支出 △22 △24

配当金の支払額 △143,514 △144,404

その他 △18,988 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,462,484 △1,132,035

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,455 844

EDINET提出書類

株式会社エス・ディー・エス　バイオテック(E21969)

四半期報告書

18/29



（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 919,298 △98,555

現金及び現金同等物の期首残高 954,017 659,096

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,873,316

※1
 560,541
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。

　この結果、当第３四半期累計期間の税引前四半期純利益は8,495千円減少し

ております。なお、営業利益及び経常利益に与える影響はありません。ま

た、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は8,920千円であり

ます。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、当事業年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性については、前事業年度末以降において業績及び

一時差異の発生に著しい変化がないと認められるため、前事業年度において

使用した将来業績予測に基づいております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む当事業年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成23年９月30日）

前事業年度末
（平成22年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、6,258,896千円と

なります。

　

※２　担保資産

　　担保に供されている資産は、次の通りとなります。

　　売掛金　　　　　　　47,603千円　

　　担保付債務は、次の通りとなります。

　　短期借入金　　　　　47,603千円　

　　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、6,130,291千円と

なります。 

 

※２　担保資産

　　担保に供されている資産は、次の通りとなります。

　　売掛金　　　　　　　766,210千円

　　担保付債務は、次の通りとなります。

　　短期借入金　　　　　766,210千円　

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※１　当社の販売する製品は、農繁期に備え、冬季から春季

にかけて出荷が集中する傾向にあります。そのため、第

1四半期会計期間（１月１日から３月31日まで）及び

第４四半期会計期間（10月１日から12月31日まで）に

売上高が集中する傾向にあり、特に第４四半期会計期

間はこの傾向が顕著となります。

 

※１　当社の販売する製品は、農繁期に備え、冬季から春季

にかけて出荷が集中する傾向にあります。そのため、第

1四半期会計期間（１月１日から３月31日まで）及び

第４四半期会計期間（10月１日から12月31日まで）に

売上高が集中する傾向にあり、特に第４四半期会計期

間はこの傾向が顕著となります。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りとなります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りとなります。

研究開発費 593,123千円

退職給付費用 44,964千円

賞与引当金繰入額 73,356千円

 

研究開発費 628,312千円

退職給付費用 44,028千円

賞与引当金繰入額 56,435千円

 

 

前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

※１　当社の販売する製品は、農繁期に備え、冬季から春季

にかけて出荷が集中する傾向にあります。そのため、第

1四半期会計期間（１月１日から３月31日まで）及び

第４四半期会計期間（10月１日から12月31日まで）に

売上高が集中する傾向にあり、特に第４四半期会計期

間はこの傾向が顕著となります。

 

※１　当社の販売する製品は、農繁期に備え、冬季から春季

にかけて出荷が集中する傾向にあります。そのため、第

1四半期会計期間（１月１日から３月31日まで）及び

第４四半期会計期間（10月１日から12月31日まで）に

売上高が集中する傾向にあり、特に第４四半期会計期

間はこの傾向が顕著となります。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りとなります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りとなります。

研究開発費 229,683千円

退職給付費用 14,990千円

賞与引当金繰入額 49,060千円

 

研究開発費 246,967千円

退職給付費用 14,676千円

賞与引当金繰入額 37,700千円

 

 

EDINET提出書類

株式会社エス・ディー・エス　バイオテック(E21969)

四半期報告書

21/29



（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年９月30日） 

（千円） 

 現金及び預金勘定 1,873,316 

 現金及び現金同等物 1,873,316 

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成23年９月30日） 

（千円） 

 現金及び預金勘定 560,541 

 現金及び現金同等物 560,541 

 

 

（株主資本等関係）

  

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式                    7,806,300株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式                    75株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

（1）　配当金支払額 

 

 

 （決議）

株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり

配当額

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月29日

定時株主総会
普通株式  78,062  10.00  平成22年12月31日平成23年３月30日 利益剰余金 

平成23年８月３日

取締役会
普通株式 78,062  10.00平成23年６月30日平成23年９月５日 利益剰余金

　

（2）　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後と

なるもの

　　該当事項はありません。　
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（持分法損益等）

 
前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 14,720 20,322

 

 
前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 80,000 80,000

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 164,905 181,367

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 6,866 7,280

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自平成23年１月１日　至平成23年９月30日）及び当第３四半期会計期間（自平成23

年７月１日　至平成23年９月30日）　

当社は、農薬事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

（追加情報）　

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成23年９月30日）

前事業年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 428.64円
 

１株当たり純資産額 439.77円
 

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32.09円

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額　
　32.07円

１株当たり四半期純利益金額 8.87円

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額　
　8.86円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りと

なります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 250,324 69,214

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 250,324 69,214

期中平均株式数（千株） 7,801 7,806

　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円）　 － －

普通株式増加数（千株） 　　　　　 　　5 　　　　　 　　5

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

 －  －
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前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6.10円

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額　
　6.10円

１株当たり四半期純損失金額　 0.44円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額の算定上の基礎は、以下の通りとなります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益又は四半期当期純損失（△）

（千円）
47,585 △3,442

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期当期純損

失（△）（千円）
47,585 △3,442

期中平均株式数（千株） 7,802　 7,806　

 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円）　 － －

普通株式増加数（千株） 　　　　　 　　1 　　　　　 　　－

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

 －  －

　

　

（重要な後発事象）

       該当事項はありません。
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２【その他】

平成23年８月３日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議いたしました。

　

（イ）中間配当による配当金総額・・・・・・・・・・・・・78,062千円

（ロ）１株当たり金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・10円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・平成23年９月５日

　　

　（注）平成23年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月８日

株式会社エス・ディー・エス　バイオテック

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安田　弘幸　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神山　宗武　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス・

ディー・エス　バイオテックの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの第43期事業年度の第３四半期会計期間（平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エス・ディー・エス　バイオテックの平成22年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）　1　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　　2　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月２日

株式会社エス・ディー・エス　バイオテック

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大和　哲夫　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神山　宗武　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス・

ディー・エス　バイオテックの平成23年１月１日から平成23年12月31日までの第44期事業年度の第３四半期会計期間（平

成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エス・ディー・エス　バイオテックの平成23年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）　1　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　　　2　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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